
 

 

水戸駅前に集結した水戸歩兵
第二聯隊（右）と,市民が見送る
中,銀杏坂を水戸駅に向かう出征
兵士（下）(いずれも、昭和 7年) 
(『写真記録茨城 20 世紀』より転載） 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

                 

満
州
事
変
後
の
土
浦
中
学 

1925(

大
正
14)

年
か
ら
中
学
校
に
陸
軍
の
現

役
将
校
が
配
属
さ
れ
、
土
浦
中
学
で
も
毎
週
２

時
間
の
教
練
が
必
修
科
目
と
な
り
、
野
外
教
練

や
兵
営
宿
泊
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
1931(

昭
和
６)

年
９
月
に
満
州
事
変
が
起

こ
る
と
、
時
局
に
関
す
る
講
演
会
や
映
画
会
も

頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
加

え
て
、
郷
土
の
部
隊
で
あ
る
水
戸
歩
兵
第
二
聯

隊
が
1932
年
に
上
海
か
ら
満
州
に
転
進
し
、
満

州
で
の
作
戦
に
従
軍
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
水

戸
の
聯
隊
か
ら
部
隊
の
出
征
と
凱
旋
と
が
繰

り
返
し
行
わ
れ
、
土
浦
中
学
の
生
徒
た
ち
は
、

そ
の
度
に
土
浦
駅
頭
で
送
迎
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
を
訪
れ
る
皇
族
の

送
迎
や
本
県
出
身
戦
死
者
の
遺
骨
の
奉
送
迎

も
重
要
な
行
事
と
な
り
、
こ
う
し
た
送
迎
が

1933
年
度
に
は
22
回
を
数
え
て
い
ま
す
。 

満
州
派
遣
軍
慰
問
の
文 

1932
年
に
入
る
と
、
生
徒
た
ち
に
よ
る
軍
隊
へ

の
献
金
や
満
州
派
遣
軍
へ
の
慰
問
の
文
の
送

付
が
行
わ
れ
、
３
年
生(

中
33
回)
た
ち
が
慰

問
の
文
を
書
き
送
っ
て
い
ま
す
。『
進
修
第
35

号(

1932
年
４
月
発
刊)

』
に
は
、
生
徒
22
名
の

慰
問
の
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
關
辰
三

郎
は
次
の
よ
う
な
文
章
を
書
い
て
い
ま
す
。 

「
『
萬
歳
！
○
○
君
萬
歳
！
』
と
未
だ
明
け

や
ら
ぬ
夜
空
に
響
く
出
兵
を
見
送
る
人
々
の

聲
を
聞
き
な
が
ら
、
僕
は
今
感
慨
無
量
の
思
ひ

で
此
の
筆
を
取
り
ま
し
た
。
日
日
の
新
聞
に
、

或
は
號
外
に
、
或
は
ラ
ジ
オ
に
聞
く
滿
蒙
問
題

(注 1)

。
錦
州
事
變
【
1931
年
10
月
８
日
、
関
東
軍

の
爆
撃
機
12
機
が
遼
寧
省
錦
州
を
爆
撃
し
た

事
件
】
未
だ
半
な
る
に
上
海
に
暴
動
【
第
一
次

上
海
事
変
】
と
聞
く
。
一
難
去
つ
て
又
一
難
來

る
と
は
此
の
事
か
と
胸
を
痛
め
て
居
り
ま
す
。

極
寒
然
も
零
下
數
十
度
と
。
聞
く
か
ら
に
身
の

毛
も
よ
だ
つ
滿
洲
の
地
に
、
匪
賊
と
各
地
に
轉

戰
せ
ら
る
ヽ
諸
君
の
勞
苦
を
思
ひ
、
又
之
が
た

め
の
幾
多
の
尊
き
犠
牲
者
、
又
は
遺
族
の
方
々

の
上
を
思
ふ
と
き
、
轉
々
【
う
た
た
】
同
情
の

涙
を
禁
ず
る
事
が
出
來
ま
せ
ん
。
日
露
戰
役
に

滿
洲
に
於
て
幾
多
の
將
士
が
血
を
流
し
、
骨
を

曝
し
て
獲
得
し
た
權
益
に
よ
り
、
諸
種
機
關
の

設
備
、
交
通
の
發
達
、
殊
に
骨
さ
へ
凍
る
滿
洲

の
曠
野
を
走
る
南
滿
洲
鐵
道
(注 2)

さ
へ
、
今
や
談

笑
裡
に
悠
々
と
馳
驅
し
得
る
も
、
一
に
帝
國
の

幾
多
の
努
力
の
結
晶
と
し
て
、
各
國
の
等
し
く

認
め
る
所
で
あ
り
ま
す
。
今
や
私
達
も
、
歴
史

に
地
理
に
東
西
の
文
化
を
學
ん
で
ゐ
ま
す
。
熱

心
な
る
先
生
方
の
一
度
此
の
問
題
を
話
さ

る
ヽ
と
き
は
、
室
内
寂
と
し
て
聲
な
く
、
唯
緊

張
す
る
ば
か
り
で
す
。
學
生
の
或
者
は
肉
親
の

上
を
思
ひ
、
或
者
は
切
齒
扼
腕
し
て
思
ひ
は
遠

き
滿
洲
の
諸
君
の
上
に
走
つ
て
居
ま
す
。
私
達

は
奮
鬪
せ
ら
る
ヽ
同
胞
の
努
力
の
萬
分
の
一

に
も
酬
ゆ
る
覺
悟
を
し
て
、
學
生
と
し
て
の
本

分
を
守
り
、
勤
儉
力
行
を
旨
と
し
て
勉
學
し
て

居
り
ま
す
。
ど
う
か
我
が
權
益
を
確
保
し
在
留

邦
人
の
た
め
滿
洲
を
樂
土
た
ら
し
め
た
く
切

望
し
て
居
り
ま
す
。 

最
後
に
つ
ヽ
が
な
く
權
益
擁
護
の
大
任
を

完
う
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
遙
に
祈
つ
て
居
り
ま

す
。」 

満
州
事
変
は
、
関
東
軍
参
謀
の
石
原
完
爾
を

中
心
と
し
て
、
２
年
前
か
ら
周
到
に
準
備
さ
れ
、

起
こ
さ
れ
た
事
件
で
し
た
。
関
東
軍
は
南
満
州

鉄
道
の
線
路
の
一
部
を
自
ら
爆
破
し
、
こ
れ
を

中
国
側
の
仕
業
だ
と
し
て
軍
事
行
動
を
開
始

し
、
満
州
【
中
国
東
北
部
。
黒
竜
江
省
・
吉
林

省
・
遼
寧
省
か
ら
成
る
】
の
奉
天
【
現
在
の
瀋

陽
】
を
は
じ
め
と
す
る
満
鉄
沿
線
の
主
要
都
市

の
ほ
か
、
沿
線
以
外
の
都
市
を
も
一
挙
に
占
領

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
民
は
事
変
の
真
相
を

全
く
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
二
次
若
槻
礼
次

郎
内
閣
は
不
拡
大
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
が
、

世
論
・
マ
ス
コ
ミ
は
戦
争
熱
に
浮
か
さ
れ
た
か

の
よ
う
に
関
東
軍
の
行
動
を
支
持
し
ま
し
た
。 

日
露
戦
争
の
後
、｢

日
本
は
日
露
戦
争
に
お

い
て
20
万
の
犠
牲
者
と
20
億
の
金
を
支
出
し

て
満
州
を
獲
得
し
た
の
だ
。｣

と
い
う
言
い
方

が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
満

州
事
変
が
起
こ
さ
れ
る
前
後
に
は｢

20
億
の

資
財
と
20
万
の
生
霊
【
死
者
の
意
】
に
よ
っ

て
獲
得
さ
れ
た
満
州
の
権
益
を
守
れ
！｣

と
の

思
い
が
国
民
の
中
に
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
思
い
は
学
生
た
ち
も
同
様
で
、
土
浦
中

学
生
た
ち
の
慰
問
の
文
で
も
、
派
遣
軍
の
大
義

と
行
動
を
讃
え
、
そ
の
労
苦
に
感
謝
の
言
葉
を

贈
っ
て
い
ま
す
。
中
33
回
の
松
島
四
郎
も
慰

問
の
文
の
中
で｢

我
が
兵
士
の
父
兄
が
【
日
露

戦
争
に
お
い
て
】
血
と
涙
で
固
め
た
地
に
、
又

そ
の
弟
子
が
同
じ
土
地
に
【
そ
の
権
益
を
守
る

た
め
に
】
戰
つ
て
ゐ
る
。
何
と
不
思
議
な
事
で

は
な
い
か
。
氷
を
ま
く
ら
に
し
て
淋
し
く
眠
る

兵
士
。
又
は
戀
し
き
故
郷
の
母
よ
り
の
手
紙
を

見
て
一
人
涙
を
流
し
て
ゐ
る
兵
士
。
寒
い
寒
い

滿
洲
の
夜
の
陣
營
に
兵
士
等
は
何
を
夢
み

つ
ヽ
あ
る
か
。｣

と
述
べ
て
、
日
本
の
権
益
の

た
め
に
戦
っ
て
い
る
兵
士
た
ち
の
労
苦
に
感

謝
の
念
を
表
し
て
い
ま
す
。 

1933
年
３
月
、
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
し
ま

す
が
、
日
本
の
全
権
・
松
岡
洋
右
は｢

ポ
ー
ツ

マ
ス
条
約
で
日
本
が
ロ
シ
ア
か
ら
獲
得
し
た

権
益
は
こ
れ
こ
れ
で
あ
り
、
そ
れ
を
中
国
側
が

『
満
州
に
関
す
る
日
清
条
約
』
で
日
本
に
認
め

た
権
益
の
内
容
は
、
こ
れ
で
あ
る
か
ら
、
満
州

の
権
益
を
巡
っ
て
は
中
国
側
が
間
違
っ
て
い

て
、
日
本
側
が
正
し
い
の
だ
。｣

と
論
じ
て
い

平成２９年４月１８日 
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戦時下の土浦中学生１  ～満州派遣軍への慰問の文～ 

1931(昭和６)年の満州事変勃発後、軍部が台頭し、社会がフ
ァシズム化・軍国主義化していく中で、その影響がさまざまな
面で中学校にも及んできましたが、1937(昭和 12)年の日中戦争
開始までは、中学生が学業を大幅に犠牲にするようなことはあ
りませんでした。 

文中の【 】内は筆者による注記です。 

月刊 
（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 

 



 

 

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
国
民
の
大
多
数
は｢

命

と
お
金
と
を
懸
け
て
戦
っ
た
日
露
戦
争
。
そ
の

戦
争
に
や
っ
と
の
こ
と
で
勝
っ
て
締
結
し
た

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
や
そ
の
後
の
日
露
協
約(

1907

年
の
第
一
次
か
ら
1916
年
の
第
四
次
ま
で)

で
獲

得
し
た
満
蒙
に
お
け
る
特
殊
権
益
を
中
華
民

国
の
国
権
回
復
運
動
や
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
の

圧
力
か
ら
死
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣

と

思
っ
て
い
ま
し
た
。｢

満
蒙
は
我
が
国
の
生
命

線
で
あ
る｣

と
の
認
識
が
広
ま
っ
て
い
た
の
で

す
。 満

州
派
遣
軍
よ
り 

満
州
事
変
の
戦
火
が
上
海
に
飛
び
火
し
、

1932
年
１
月
に
第
一
次
上
海
事
変
が
起
き
る
と
、

水
戸
第
二
聯
隊
は
、
３
月
に
上
海
に
出
動
。
日

本
租
界
地
の
警
備
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
５

月
に
満
州
に
転
進
し
、
関
東
軍
の
隷
下
に
入
り

ま
し
た
。
こ
の
時
に
土
浦
中
学
か
ら
の
慰
問
の

文
が
届
き
、
郷
土
の
部
隊
で
あ
る
水
戸
第
二
聯

隊
の
兵
士
た
ち
に
転
送
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

10
月
に
は
聯
隊
か
ら
の
感
謝
状
と
兵
士
た
ち

か
ら
の
返
信
と
が
土
浦
中
学
に
届
き
ま
し
た
。

第
二
聯
隊
に
は
本
校
卒
業
生
も
従
軍
し
て
お

り
、
彼
ら
を
含
め
た
郷
土
の
兵
士
た
ち
の
返
信

に
は
、
戦
線
で
の
苦
闘
や
懐
か
し
い
母
校
や
故

郷
へ
の
思
い
、
そ
し
て
中
学
生
た
ち
へ
の
期
待

と
願
い
と
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す(

『
進
修
第
36

号(

1932
年
11
月
発
刊)

』
に
は
、
感
謝
状
の
文

面
と
兵
士
た
ち
か
ら
の
返
信
20
通
と
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す)

。 

中
28
回
の
井
坂
勇
【
原
籍
：
新
治
郡
山
荘

村
永
井
】
は
９
月
８
日
付
け
の
返
信
で
、 

｢

我
々
も
渡
滿
以
來
至
極
健
全
に
し
て
軍
務

に
精
勵
し
、
護
國
の
重
任
を
双
肩
に
擔
ひ
生
命

權
確
保
の
爲
北
滿
の
曠
野
の
只
中
淋
し
き
綏

化
に
あ
り
て
警
備
の
任
に
當
つ
て
を
り
ま
す

か
ら
御
安
心
下
さ
い
。
今
は
當
地
も
七
月
以
來

一
ヶ
月
有
餘
に
亘
る
大
降
雨
も
は
れ
て
、
旱
天

續
き
で
内
地
の
酷
暑
と
異
り
、
内
地
人
の
想
像

と
異
り
、
朝
夕
は
冷
氣
を
感
ぜ
ら
れ
、
十
月
頃

の
陽
氣
に
て
最
早
高
粱
【
こ
う
り
ゃ
ん
】
も
刈

と
ら
れ
、
感
傷
的
な
秋
も
訪
れ
凌
ぎ
よ
き
時
節

と
成
り
ま
し
た
。
當
地
に
於
て
も
今
年
は
稀
有

の
大
降
雨
あ
り
、
過
日
は
我
々
も
當
地
よ
り
拾

五
里
北
の
慶
城
に
糧
秣
運
搬
掩
護
の
た
め
連

日
の
大
雨
を
冒
し
て
實
行
し
、
大
洪
水
、
惡
路
、

匪
賊
と
相
次
ぐ
災
害
と
鬪
ひ
、
或
は
川
巾
二
千

米
水
深
首
に
も
及
ぶ
濁
流
の
中
を
背
嚢
裝
具

を
全
部
頭
上
に
の
せ
、
全
裸
と
な
り
て
徒
渉
し
、

或
は
全
身
濡
鼠
の
ま
ヽ
不
潔
な
支
那
民
家
に

宿
泊
し
、
南
京
蟲
と
蚊
軍
の
攻
撃
を
う
け
、
食

糧
つ
き
て
粟
と
馬
鈴
薯
に
生
命
を
繋
ぎ
つ
ヽ
、

目
的
を
達
成
し
終
生
忘
却
し
得
ざ
る
辛
酸
を

嘗
め
尊
い
經
驗
を
得
ま
し
た
。
斯
の
如
き
困
苦

缺
乏
に
耐
へ
、
皇
軍
の
威
力
を
益
々
發
揮
し
う

る
も
一
に
母
校
に
て
陶
冶
な
さ
れ
し
賜
と
確

信
致
し
、
今
更
感
謝
の
念
に
堪
へ
ま
せ
ん
。｣

と
戦
地
で
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

          

 

   

一
方
、
中
29
回
の
藤
田
眞
之
助
【
原
籍
：

稲
敷
郡
阿
見
村
若
栗
】
は
、
先
生
方
の
安
否
消

息
を
尋
ね
、
母
校
へ
の
想
い
を
次
の
よ
う
に
綴

っ
て
い
ま
す
。 

｢

君
達
の
御
手
紙
は
九
月
七
日
の
午
後
北
滿

の
一
都
市
た
る
綏
化
に
て
手
に
致
し
ま
し
た
。

見
れ
ば
土
浦
中
學
校
と
あ
る
。 

あ
ヽ
何
と
懷
し
い
文
字
で
あ
つ
た
ら
う
か
。  

(

略) 

今
日
は
何
だ
か
餘
り
の
嬉
し
さ
に
何
を
書

い
て
良
い
か
わ
か
ら
な
い
。
何
が
さ
う
さ
せ
た

か
？
懷
し
き
母
校
か
ら
の
便
り
が
あ
つ
た
か

ら
だ
。 

四
五
年
前
の
私
は
君
と
同
じ
樣
に
櫻
花
の

徽
章
を
光
ら
せ
て
、
眞
鍋
の
坂
を
上
が
つ
た
り
、

下
が
つ
た
り
し
た
者
で
あ
る
。
過
去
を
考
へ
れ

ば
萬
事
夢
の
樣
で
あ
る
。 

五
ケ
年
の
教
程
を
終
つ
て
、
世
の
荒
波
へ
と

巣
立
つ
た
の
は
さ
ま
で
古
く
な
い
昭
和
五
年

の
春
三
月
で
あ
る
。 

塚
田
【
校
長
】
先
生
を
始
め
諸
先
生
の
御
蔭

樣
に
て
大
し
た
間
違
も
な
く
、
二
年
間
は
社
會

の
試
練
を
嘗
め
、
今
國
家
の
干
城
と
し
て
軍
服

を
纏
ふ
身
と
な
り
、
男
子
の
本
懷
た
る
戰
場
の

人
と
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 (

略) 

第
二
九
回
卒
業
生
の
中
に
は
、
小
生
以
外
に
、

【
新
治
郡
】
榮
村
【
上
境
】
の
酒
井
眞
一
（
二

中
隊
）、【
新
治
郡
】
中
家
村
【
宍
塚
】
の
佐
野

忠
之
助
（
九
中
隊
）、【
筑
波
郡
】
小
田
川
邊
の

野
尻
嘉
之(

十
中
隊)

の
三
名
も
野
戰
に
來
て

居
り
ま
す
。
又
吾
等
の
先
輩
も
召
集
者
と
し
て

多
數
出
征
し
て
居
る
事
だ
ら
う
。 

 
(

略) 

君
達
の
學
び
舎
前
の
花
壇
や
、
馬
車
廻
し
の

蘇
鐵
、
奉
安
殿
等
も
相
變
ら
ず
で
せ
う
ね
。 

國
道
側
の
か
ら
た
ち
の
木
の
間
よ
り
行
人

を
ひ
や
か
す
樣
な
野
蠻
な
行
爲
は
し
な
い
だ

ら
う
ね
。 

最
も
大
切
な
る
中
學
生
だ
も
の
ね
。
健
全
な

男
一
匹
と
な
つ
て
社
會
に
出
て
下
さ
い
ね
。 

腐
敗
切
つ
た
世
の
中
は
是
非
と
も
高
潔
な

る
人
物
を
必
要
と
し
て
居
る
の
で
す
。
君
達
に

負
は
せ
る
社
會
の
期
待
は
寔
【
ま
こ
と
】
に
大

な
る
も
の
が
あ
る
、
所
謂
龜
城
男
子
の
意
氣
を

發
揮
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
私
は
北
滿
の
地

よ
り
君
達
の
幸
福
を
祈
る
の
み
、
で
は
何
づ
れ

又
。 九

月
七
日 

滿
洲
派
遣
軍
歩
兵
第
二
聯
隊
第
十
一
中
隊 

藤 

田 

眞 

之 

助 

親
愛
な
る
諸
君
へ｣ 

満
州
の
曠
野
で
過
酷
な
戦
闘
に
明
け
暮
れ

る
兵
士
た
ち
に
と
っ
て
、
郷
里
か
ら
の
便
り
は

何
よ
り
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ど
の

兵
士
の
返
信
か
ら
も
国
の
為
に
戦
う
決
意
と

郷
里
へ
の
凱
旋
を
待
ち
侘
び
る
気
持
ち
と
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

な
お
、
水
戸
歩
兵
第
二
聯
隊
は
、
北
満
を
転

戦
後
、
1934
年
５
月
に
内
地
に
帰
還
し
ま
し
た
。 

 

（注 1）

満
蒙
問
題
と
は
、
日
露
戦
争
後
の
満
州
、
内

蒙
古
地
方
に
お
け
る
日
本
の
特
殊
権
益
擁
護
を

巡
る
諸
問
題
の
こ
と
。 

(注 2)

南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
は
、
日
本
政
府
に
よ

り
1906(

明
治
39)

年
６
月
に
鉄
道
運
輸
業
を
営

む
た
め
に
半
官
半
民
の
特
殊
会
社
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
が
、
同
年
８
月
、
運
輸
業
の
他
に
、

鉱
業
、
殊
に
撫
順
と
煙
台
の
炭
鉱
採
掘
、
水
運

業
、
電
気
業
、
倉
庫
業
、
鉄
道
付
属
地
の
土
地
・

家
屋
の
経
営
な
ど
を
政
府
か
ら
任
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
日
本
軍
に
よ
る
満
州
経
営
の
中
核
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
略
称
は
満
鉄
。 
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(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

現在の進修記念館の地に建って

いた「奉安殿」（左）と，旧土浦

中学校玄関前の馬車廻しの「蘇

鐵」（下）。（昭和 16 年３月卒・

中 40 回，昭和 4年３月卒・中 28

回のそれぞれの『卒業アルバム』

より転載） 

 


